
登録コード 開講年度

担当教員授業科目

英文授業名 副担当

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 備考

信大コンピテンシー

TSX01500 2026

建築意匠設計学 寺内　美紀子

Architectural Design 　

2 後期 金曜･１時限 建築学分野修士１年生

工W2-601教室 講義

該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説 ・建築意匠に関する専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を
明できる批判的思考力 論理的かつ魅力的に説明しプレゼンする力を身につけることが

できるようになる。
⇔

(2)授業の概要 第１、2回はガイダンス及び総論を講義し、第３～10回は、テーマの解説とそれにもとづく議論で進める。
また、第１1～１５回は、設計の課題に即して進める。

(3)授業計画 第１回　　ガイダンス
第２回　　総論
第３回　　都市のデザインコンテクスト①：place（場所）
第４回　　都市のデザインコンテクスト②：structure（構造）
第５回　　都市のデザインコンテクスト③：shell（外観）
第６回　　場所／構造／外観に関する学生発表（文献購読に関する発表） 
第７回　　都市から建築へ①：program（計画）
第８回　　都市から建築へ②：composition（構成）
第９回　　都市から建築へ③：materiality（素材）
第１０回　計画／構成／素材に関する学生発表（都市分析に関する発表）
　　　　　　＋チーム設計ガイダンス
第１１回　チーム設計のエスキース（１）：都市の読み取り
第１２回　チーム設計のエスキース（２）：都市と建築をつなぐ方法
第１３回　チーム設計のエスキース（３）：設計条件の見直し
第１４回　チーム設計のエスキース（４）：プレゼンテーションの方法
第１５回　チーム設計の発表会

(4)成績評価の方
法

　以下の発表の総得点で評価する。
・文献購読に関する発表（２０点満点）：担当のテーマを翻訳し、パワーポイントで発表
・都市分析に関する発表（３０点満点）：分析結果をパワーポイントで発表
・チーム設計（５０点満点）：チーム設計の成果を、パワーポイント、レジュメ、模型で発表
９０点以上を秀、８０点以上を優、７０点以上８０点未満を良、６０点以上７０点未満を可とする。

(5)成績評価の基
準

文献購読に関し(i) 問題の設定が適切であり，(ii) その問題の背景を説明できており，(iii) その問題
にどのような課題があるのかを指摘できており，(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決
法を適切に把握できており，(v) その上で自分の見解を提示できており，かつ，教員を感心させるレベ
ルにあれば「卓越している」。(i) から (v)の５項目を満たしていれば「かなり上にある」。４項目ま
でできていれば「やや上にある」。３項目までできていれば「合格水準にある」。同様の基準によって、
都市分析、チーム設計でも評価を行う。

(6)事前事後学習
の内容

１回の講義につき、90分の復習と３時間分の文献購読・分析・チーム設計の準備を課す。

(7)履修上の注意 建築設計製図、建築計画、建築史を習得しておくことが望ましい。

(8)質問,相談への
対応

メールにて受け付ける。
terauchi@shinshu-u.ac.jp

(9)その他

【教科書】 指定しない

【参考書】 指定しない


